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福祉と健康のつどい（11月）

今回、「社会福祉大会」を町役場と
協力して「福祉と健康のつどい」とし
て開催いたしました。
福祉功労者表彰をはじめ、福祉の作

文、ダイコン一座、体験コーナーなど
の多彩なイベントをボランティアや関
係者の方々と実施し、広く地域のみな
さまに福祉への理解と健康管理につい
ての意識を深めていただきました。

福祉と健康のつどい（11月）
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夏
休
み
を
利
用

し
、
小
学
校
５
年

生
以
上
の
児
童
と

中
学
校
の
生
徒
を

対
象
と
し
て
「
夏

休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
ク
ー
ル
」
を

開
講
し
、
講
義
や

体
験
等
を
通
じ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル（
８
月
）

総
合
学
習
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
校
と
の
連
携
を
は

か
り
学
校
教
育
に
お
け
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
総
合
学
習
）
へ
の
参
加
・
協

力
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
身
近
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
う
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。

玉
城
中
学
校
３
年
生
（
６
月
、
９
月
）

高
齢
者
擬
似
体
験
、
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
車
椅
子
体
験
を
も
と
に

障
害
理
解
を
深
め
る
。

田丸小学校６年生（２月）

▲ボランティアグループ「玉城防災ボランテ
ィア」による非常持出用具のおはなし

▲地震体験車による体験学習

下外城田小学校４年生（２月）

介護保険施設「はなのその」の見学、
利用者とのレクリエーション

▲

▲介護保険施設「玉城町デイサービスセン
ター」で利用者とのレクリエーション

▲ボランティアグループ「手話おし
ゃべり会」と障害を持った方と手
話交流

▲ボランティアグループ「手話おしゃべり会」
▼と障害を持った方と手話交流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル（
８
月
）

保育所の子供たちが、
配食サービスの表紙
を作っています。
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夏休みなどの休日を利用して、年4回、町内の障害を持った児童と小・中学生が交流してい
ます。
キンボールを使ったレクリエーション・カレー作りや夏を題材にした創作活動、クリスマス
会には、たくさんの仲間が集まりケーキ作りに心躍らせ子供たちは楽しそうに交流を深めて
いました。
第4回の活動は、ふれあい農園さん（勝田実行組合）のご協力で苺狩りをさせていただく予
定です。ふれあい交流を通じて、人とのつながりが広がるような活動をしています。

はっぴぃサークル（６月、８月、12月、３月）

松下電工労働組合の25名の方々が講義や
高齢者擬似体験などをとおしてボランティ
アについて学んでいただきました。講義で
は、三重県ユニバーサルデザインチームよ
り企業のUD（ユニバーサル）製品や環境に
ついての取り組みを説明していただき、関
心を深めていただきました。

町体育指導員の方の
ご協力によりキンボ
ールを使ったレクリ
エーションを教えて
頂き、楽しい交流と
なりました（6月）

▲

カレー作りに挑戦
（8月）

▲

▲手作りケーキといっしょに（12月） ▲サンタさんからプレゼント（12月）

企業のボランティア体験教室（11月）

高
齢
者
擬
似
体
験

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
の
講
議
を
聞
く
参

加
者
の
み
な
さ
ん

大
規
模
地
震
の
発
生
に
備
え
、

地
震
に
対
す
る
意
識
の
向
上
や
赤

十
字
の
医
療
全
般
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
赤
十
字

防
災
講
座
を
玉
城
防
災
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
一
緒
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
講
座
で
は
、「
災
害
救
護
」、

「
阪
神
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

と
い
っ
た
講
演
や
実
技
「
非
常
炊

き
出
し
訓
練
」、「
救
援
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
を
体
験
い
た
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
防
災
に
関
心
の

あ
る
方
が
参
加
し
て
、
日
頃
か
ら

の
防
災
活
動
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大地震を考える赤十字防災講座（3月）

～わが町は私たちで守る～

▼

▲

▲講演のようす

▲救援シミュレーションで熱
心に意見を出していただき
ました。
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ド 保健福祉会館内 

玉城町社会福祉社会協議会 
玉城町ボランティアセンター 

ボランティアに関するお問い合わせ
社会福祉法人　玉城町社会福祉協議会
玉城町ボランティアセンター
住所：〒519-0433 玉城町勝田4876番地１

玉城町保健福祉会館内

Tel：0596-58-6915 Fax：0596-58-6916
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■ボランティアセンター付近図
指文字Part、6「は行」（図は相手側から見たものです）

手 話 に
挑 戦

・おはなしボランティアさん
おしゃべりが好きな方、お年寄りの方

と一緒にお話ししませんか？　

・子育てボランティアさん
子どもの好きな方、子育て中のお父さ

ん、お母さんの応援をしませんか？

マジックふらわぁ
マジックでたくさんの人と

交流を深めることを目指し

て、練習中です。

ボランティア基金にご協力
ありがとうございます！

2,387円　お寄せいただいた寄附金は、三重
県ボランティア基金を通じて地域福祉充実のた
め、ボランティアの育成とその活動に対する支
援を行います。募金は随時受け付けていますの
で引き続きご協力をお願いします。
（募金箱は保健福祉会館に設置してあります。）

ボランティア基金にご協力
ありがとうございます！

ボランティアさん募集中！！

収集箱設置場所
町保健福祉会館、町役場、町中央公民館、田丸保育所、町商工会、
玉城郵便局、JA伊勢玉城支店、松下電工玉城工場、高砂寮

特定非営利法人「世界の子供にワクチンを」日本委員会
募金活動を行い、アジアなどの途上国のこどもたちにワクチンを

おくるNPO法人です。

ボランティアグループ「たんぽぽ」が特定非営利法人「世界の子供にワクチン
を」より感謝状をいただきました。

「たんぽぽ」は、平成11年度より地域の皆様にご協力をお願いしております古切手・古テ
レカを収集・整理をし、寄付していただいておりました。引き続きご協力をお願いします。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

開
催
中
!!

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
力
を
借
り
た
い

方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
、
講
座
等
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

い
。お

問
い
合
わ
せ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
ま
で

（
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）


